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【は じめ に】

　大気中の 低分子量有機 酸類は 、 カル ボニ ル基 （・（》0 ）やヒ ドロキシル基 （一（）H ）、 カルボキシル基 （−COOH ）

とい っ た極性の 置換基を単
一

、 もしくは複数もち 、 個々 の有機酸は微量で観測される。このため、 従来で

は誘導体化 を行 っ た後 、 ガス クロ マ トグラ フ に よる高感度で高芬離能な分析が行われて きた 。

　本研究で は、 大気粒子中の低分子量有機酸を分析する手法として 、 o （Z3，4，5，6pentafiuorober｝zyl）　hy〔lroxylamine

（PFBHA ）と0 −bis（trimethylsiIy1）−trifluoroacetamide（BSTFA ）を用い 、そ の定量性の検討を行っ たの で報告する 。

【方法】

　大気粒子 の 捕集は 、PM2 ．5サン プ ラ』
である SASS

（Spiral　Aerosol　SpeCiation　Sampler）を用 い て 、 埼玉

大学大学院棟 7 階 （高度約 20m ）に て行 っ た。 有機

酸類の分析は、 超純水 （あるい はジエ チルエ
ー

テル ）

で抽出した後、 PFBHA で オキシム化 し、ロ
ータリ

ーエ バ ボ レーター
で濃縮し、 N2 気流下で 乾燥させ 、

BS 　［FA でシ リル化 し、ガスク ロ マ トグラ フ質量分析

計 （Gα MS ）で分析を行 っ た。 誘導体化反応に っ い

ては 、 Scheme　1 に示す 。

【結果と考察】

　本研究では、低分子量有機酸類の代表的な物質で

あるジカル ボン酸（C2〜 C6、マ レイン酸、 フ マ ル 酸）、

ヒ ドロキシカルボン酸（リンゴ酸）、ア ル デヒ ド酸（グ

リオキ シ ル 酸、 ピ ル ビ ン酸）を対象に した 。

　各成分の同定は、各誘導体の典型的なフ ラグメン

トパ ター
ン （PFBH オキ シ ム （℃ ＝ o 基）：m ！z　181、

TMS エ ステル （−COOH 基 、
−OH 基）： mr 乞　73 および

75）や標準試料の保持時間を比較するこ とで 行 っ た 。

　次に、定量性を確認するため 、 10  〜 1000ng の 4

種類の標準試料を用い、定量的な分析手法で ある こ

とを確認 した （相関係var＝ O．g58〜 0．994 （n ＝ ＆p く

O．OOI））。 次に、大気粒子を捕集 した フ ィルターを抽

出 した溶液試料に 3種類の標準試料をス パ イクし、

そ の定量性を確認 した （Table　1）。

　実大気中の粒 子成分 （i 段目の フ ィ ル ター）を分

析 した結果 （Figure　1）では、シ ュ ウ酸 （ピーク 1）
の他に、グリコ

ー
ル ア ルデ ヒ ド （ピーク 4）が検出

された。 これは、イソブ レンか ら二 次生成する物質

とされてお り、 都市大気におい ても自然起源由来の

炭化水素が二 次生成有機粒子 に寄与して い る可能1生
が示唆され た 。
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